
増
訂
清
交
鑑
の
異
版
に
就
い
て

今

西

春

秋

…、

ﾙ
種
の
も
の
は
無
い
と
い
ふ
説

　
御
製
聡
訂
清
文
鑑
が
満
洲
語
欝
典
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
・

　
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。
幸
ひ
こ
の
重
要
な
辮
典

が
、
そ
の
大
部
撒
に
も
拘
は
ら
す
案
外
の
論
議
で
入
事
罪
悪
る
の

は
満
洲
學
徒
の
喜
び
だ
が
、
そ
れ
と
い
ふ
の
も
こ
の
麟
典
が
豊
富

に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
豊
富
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
に
は
兎
角
に
異
種
異
版
な
ど
と
い
．
勘
も
の
が
附
き
も

の
だ
。
こ
の
蹴
典
に
も
妙
に
巻
数
や
無
難
の
合
は
な
い
も
の
が
乱

声
に
見
か
け
ら
れ
る
こ
と
だ
け
は
、
一
寸
こ
の
辮
典
を
浮
に
し
九

こ
と
の
あ
る
誰
も
が
氣
附
い
て
み
る
こ
と
の
様
だ
が
、
然
し
そ
れ

が
異
種
異
版
の
故
だ
と
は
未
だ
誰
に
よ
っ
て
も
指
嫡
さ
れ
て
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
。
鯛
田
先
生
の
「
五
罷
恋
文
鑑
」
、
メ
ル
レ
ン
ヂ
髪
・
の
、
満
語

　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

書
．
麟
死
舞
」
．
叉
逃
汽
は
ン
ツ
ク
入
詣
り
一
、
満
凱
叉
翼
翼
」
な
ど
栂

　
　
　
　
　
璽
訂
溝
父
鑑
の
異
版
に
就
い
て

れ
も
檜
訂
清
文
鑑
を
暴
げ
又
論
く
も
の
で
あ
る
が
、
異
種
異
版
の

虜
無
と
い
っ
た
こ
と
に
は
黒
き
及
ん
で
み
な
い
。
詮
き
及
ば
ざ
る

と
こ
ろ
、
お
の
つ
か
ら
、
跳
の
種
の
も
の
を
認
め
な
か
っ
た
、
若

し
く
は
注
意
し
な
か
つ
丸
も
の
で
あ
る
こ
と
が
無
想
せ
ら
れ
る
。

瑠
田
先
生
は
櫓
訂
清
文
鑑
は
胤
醗
麺
二
十
野
駈
乱
離
賜
巻
総
綱
八
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

補
総
糊
二
懸
よ
り
成
る
と
せ
ら
れ
、
メ
ル
レ
ン
電
ル
フ
は
第
一
部

三
十
二
懸
、
第
二
部
八
巻
（
索
引
）
、
第
三
部
数
巻
（
新
語
鯨
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

索
引
）
か
ら
成
る
と
し
池
。
フ
ッ
ク
ス
氏
は
雀
敷
に
就
い
て
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
要
る
さ
す
、
丸
繋
附
随
的
に
「
獅
製
蒋
文
鑑
補
慰
彙
抄
」
と
い
ふ

弔
抄
本
が
往
々
見
受
け
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
跳
べ
て
み
る
。
此

等
は
矯
訂
銘
文
鑑
の
異
種
異
版
と
い
つ
九
も
の
を
認
め
す
、
絡
罰

熱
意
を
擁
は
な
か
つ
允
だ
け
の
謝
の
で
あ
る
が
、
進
ん
で
こ
の
方

畷
に
關
す
る
濡
意
を
携
ひ
乍
ら
も
、
こ
れ
を
品
定
し
、
壌
訂
溝
文

鑑
C
異
種
異
版
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
旨
を
書
噛
お
か
れ
弛
の
は

　
　
　
　
　
錦
二
十
一
一
一
巷
鑛
四
號
　
　
入
薫
薫

（210　）



　
　
　
　
　
櫓
諮
消
毒
難
の
異
版
に
就
い
て

大
阪
磐
語
の
故
渡
淺
啓
太
郎
氏
で
あ
る
．
氏
は
其
の
著
「
壌
訂
満

洲
瓢
㎜
幽
居
灘
隅
毯
鋒
坤
」
ψ
で
、
一
一
（
欝
隅
訂
囎
三
山
蝦
鯛
甑
ニ
ハ
）
縛
ト
シ
テ
山
霧

瞳
療
謝
ス
ル
董
ノ
・
魯
、
雀
鍬
・
瀟
叢
ス
九
モ
ノ
ガ
ナ
イ
、
テ
モ

ナ
4
ノ
ハ
、
金
々
製
本
ノ
都
合
エ
ヨ
リ
趨
由
工
分
艇
黒
総
シ
タ
ル

ニ
家
塾
ナ
イ
し
と
片
附
け
、
然
ら
ば
壌
漂
蕩
文
鑑
と
は
實
際
ど
ん

な
構
成
で
あ
る
か
を
訓
へ
て
「
介
其
ノ
諸
藩
ヲ
示
サ
バ
、
照
四
巻
第
一

二
乾
隆
帝
ノ
序
文
次
・
　
康
煕
帝
ノ
序
文
．
．
次
二
満
洲
綴
字
法
ノ
十

一一

囀
ｪ
。
其
吹
が
清
文
鑑
ノ
本
文
遡
十
二
鱗
－
e
、
此
ノ
綱
羅
脚
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

口
語
索
引
八
一
次
二
項
編
四
勝
ト
其
綱
璽
購
．
．
コ
ど
茨
イ
デ

綾
入
新
語
一
志
土
茨
引
入
新
町
語
一
碧
ガ
ァ
ル
。
・
レ
デ
ー
揃

ト
ナ
ル
ガ
、
餌
晒
二
云
ヒ
シ
如
ク
序
文
や
綴
字
法
ヲ
一
、
班
ト
シ
、
V
ハ

綾
編
満
々
編
ヲ
一
勝
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ガ
ァ
サ
テ
モ
實
寧
ス
攣
化

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
。
」
と
記
し
て
を
ら
れ
る
。
な
る
程
氏
の
書
は
れ

る
彊
り
勝
手
に
綴
り
愛
へ
池
だ
け
の
も
の
も
あ
る
．
．
勝
手
に
綴
り

攣
へ
る
と
始
め
の
密
着
帝
序
丈
、
乾
七
声
序
文
、
ナ
難
字
頭
な
ど

に
は
ど
れ
に
も
巻
記
が
無
い
の
だ
か
ら
…
巻
に
で
も
叉
二
巻
、
三

巻
に
で
も
紛
巻
撒
共
に
ま
ち
ノ
、
の
も
の
が
携
來
る
わ
け
で
、
私

も
始
め
は
氏
の
書
は
れ
る
通
り
、
、
こ
れ
が
た
め
色
々
の
駈
巻
撒
の

　
　
　
　
　
第
二
十
爺
塗
第
渕
號
　
入
混
六

も
の
が
撫
來
、
叉
完
全
な
…
揃
ひ
と
い
ふ
の
芝
。
欝
欝
勢
氏
の
設
け

ら
れ
る
漣
射
の
も
の
だ
と
思
っ
て
ゐ
顧
の
だ
が
、
其
後
少
々
注
意

し
て
見
る
払
＼
　
遡
…
め
に
・
も
唱
迷
べ
た
瀬
陥
り
、
實
は
脚
湯
質
上
に
・
も
聾
二
面

の
難
異
あ
る
異
種
異
版
と
も
い
ふ
可
き
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
窟

の
様
な
勝
手
な
綴
り
合
は
せ
と
混
り
合
っ
て
、
　
二
三
回
数
の
不

一
致
ル
．
來
た
し
て
み
る
の
だ
と
氣
窪
い
丸
。

　
註
①
二
丈
第
四
年
第
八
號
三
二
買

　
　
②
ノ
＜
「
顕
益
舅
守
琴
…
響
N
∬
門
》
ぎ
μ
量
三
澱
。
ゴ
3
切
幽
茎
£
疑
獄
8

　
　
　
彗
阜
い
膨
費
無
二
．
も
倉
「
O
唄
．

　
　
③
同
》
・
ρ
〈
o
欝
篶
｛
三
窪
＆
”
鵜
樋
H
舅
藁
§
三
二
。
｝
ρ
諸
擁
・
澤
。
惹
欝
．
9

　
　
　
型
躍
・

　
内
④
補
編
の
紐
綱
な
四
庫
書
飼
に
從
つ
≦
誉
と
認
め
ら
れ
れ
の
は
正

　
　
　
し
い
。
・
、
の
籍
甚
ほ
岱
窮
鷺
（
上
）
鴨
a
孚
喩
（
下
）
の
二
絵
｝
か
ら
成

　
　
　
つ
て
み
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
看
の
檬
に
瀧
丈
だ
け
で
巻
記
し
且
つ

　
　
　
…
塒
に
製
本
さ
れ
て
る
ろ
カ
め
一
谷
と
談
q
易
く
メ
氏
、
渡
邊
氏

　
　
　
故
需
現
一
書
臼
な
ど
ぽ
珂
れ
も
課
り
六
も
の
と
認
め
ら
れ
ろ
。
註

　
　
　
⑤
⑦
、
第
二
節
識
①
滲
照

　
　
⑤
「
新
語
並
び
に
索
引
」
と
い
ふ
の
ぱ
原
文
に
ぱ
蓉
系
翼
鶴
。
づ
、
o
門
｛
『

　
　
　
三
田
貯
鳥
舞
と
あ
ろ
。
補
編
と
総
綱
と
た
指
し
、
且
つ
三
綱
二

　
　
　
巷
な
数
へ
蓮
へ
で
、
（
註
④
滲
照
）
発
部
」
㌘
五
巻
と
し
六
も
の
で
津
の
ら

　
　
　
、
フ
。

　
　
⑥
フ
ソ
ク
ス
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
本
に
舞
々
琵
細
る
も
の
の
窪
く
述
べ

（　2y）　｛；，　）



　
ら
れ
て
る
る
が
、
私
民
乗
だ
見
れ
こ
と
が
な
い
。
如
聖
な
る
牲
質

　
の
も
の
か
フ
ッ
ク
ス
氏
の
詑
す
だ
け
の
と
こ
ろ
で
は
輿
ら
か
で
な

　
い
が
、
今
、
小
篇
に
特
に
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
織
と
い
ふ
程
の

　
も
の
で
ぽ
な
い
ら
し
い
○

⑦
本
文
麟
十
二
鰻
、
索
引
八
撒
な
ど
渡
邊
氏
の
燈
と
い
ふ
の
ば
巻
と

　
い
ふ
こ
と
ら
し
い
か
ら
、
、
、
の
「
一
三
し
ほ
矢
張
り
籔
へ
違
へ
ら
れ

　
六
も
の
だ
ら
う
。
註
①
審
照
。

　
　
　
こ
、
歯
入
の
有
る
も
の
と
無
い
も
の

　
そ
こ
で
先
づ
普
通
誰
で
も
が
氣
付
く
こ
と
は
、
　
、
綾
入
新
語
」
及

び
「
二
吹
肉
入
新
語
」
と
名
付
け
る
二
雛
の
ペ
ラ
ノ
、
の
本
が
附
い

て
み
る
檜
訂
溝
丁
田
と
、
こ
れ
が
附
い
て
み
な
い
壌
訂
漕
文
鑑
と

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
渡
邊
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
無
い
の
は
一

揃
ひ
完
全
で
な
い
六
三
鑑
の
襟
に
見
え
る
が
、
實
は
次
の
檬
な
わ

け
で
、
無
い
の
が
喰
訂
溝
文
鑑
最
靭
の
形
で
あ
る
。

　
薬
園
県
史
濃
尾
に
よ
る
と
増
訂
溝
交
艦
の
成
っ
た
の
は
乾
降
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ナ
六
年
前
校
刊
さ
れ
た
の
は
嗣
三
＋
八
年
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
「
綾
入
」
中
の
新
満
語
を
清
文
補
彙
に
よ
っ
て
調
べ
て
見
る
と
、

三
十
八
年
以
後
の
新
造
語
が
績
々
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
み
る
こ
と

が
分
る
の
で
あ
る
。
試
み
に
藪
語
を
寒
け
て
見
る
と
、

　
　
　
　
　
塘
訂
撫
蝦
文
轍
胤
の
黒
ハ
版
に
就
い
て

ノ
〈
§
σ
q
σ
q
O
豚
三
9
　
　
　
　
香
水
梨
・
四
十
三
年
五
月
閣
抄

ξ
〔
影
㎞
剛
ぎ
　
　
　
頂
花
・
四
十
三
年
五
月
三
三

既
。
・
汐
騎
霞
§
噺
。
。
乞
鐸
「
断
㎞
ず
莚
鐸
圃
ぎ
薦
睾
囲
鐵
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
史
世
紀
・
四
十
三
年
十
月
三
三

丸
み
職
ぎ
ご
鋒
茜
銘
鴎
○
す
ε
眉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
域
岡
志
・
四
十
三
年
十
月
閣
抄

爵
σ
⇔
o
略
2
9
繭
二

巴
甑飴

3
σ
蝕
騎
扁
二
三
9
ぎ
q
節

　
　
　
　
　
　
亨
σ

駿q

盾
ｨ
⇒
同
3
0
葺

｝
霧
蝕
毘
9
σ
蔓
σ
奇
一

　
　
　
　
〔
以
土
「
綾
入
」
か
ら
〕

刻
　
聯
・
四
十
七
年
五
月
閣
抄

撫…

㍽
O
脚
・
四
十
山
ハ
年
五
月
閣
抄

慶
　
窺
冨
・
四
ナ
六
礁
・
五
月
影
回

風
俗
・
蕪
日
量
｝
（
o
o
凱
　
五
十
二

年
十
一
月
改
此

迎
風
流
涙
勢
苦
流
涙
之
涙
○
不
動

心
禰
禽
患
之
涙
○
葱
凡
涙
倶
通
用

賢
霧
翫
影
葬
〇
　
五
十
三
年
二
月
分

轄
此

　
　
〔
以
上
コ
一
次
績
入
し
か
ら
〕

と
い
っ
た
工
合
だ
。
「
閣
抄
」
或
ひ
は
「
改
此
」
「
分
定
直
し
な
ど
と
い

　
　
　
　
　
第
二
十
益
轡
鳥
越
號
　
　
入
五
七

（2＋21，）



　
　
　
　
　
雨
晴
浩
丈
鍛
の
異
臓
に
就
い
て

ふ
の
は
何
れ
も
此
等
の
雷
葉
が
造
ら
れ
た
年
次
を
示
す
も
の
で
、

例
へ
ば
槻
。
お
串
一
欝
甑
雛
㍗
と
い
函
勘
誠
阻
が
鉦
厚
ら
れ
れ
こ
と
に
㎜
就
い
て

は
、
乾
隆
籔
録
五
十
二
年
十
一
月
庚
午
の
條
に

　
　
又
論
。
忍
言
書
誌
等
湊
。
考
試
八
旗
下
虚
満
洲
教
満
塁
等
進

　
　
釜
試
電
鍵
。
所
縮
風
俗
宇
端
点
纈
安
麟
禮
。
此
難
照
蓉
定
成

　
　
語
。
但
初
定
臨
已
失
字
意
義
。
蓋
久
行
不
易
者
。
謂
之
科
禮
。

　
　
随
隣
成
習
者
。
謂
之
風
俗
。
理
慮
締
作
格
倫
尼
塔
親
。
除
現

　
　
將
進
醗
試
雲
外
正
外
。
薯
交
繕
書
募
。
將
清
文
鑑
県
立
依
改

　
　
正
。
菊
陽
愚
慮
漣
行
。

と
い
ふ
ヒ
論
が
見
え
て
み
る
。
上
論
中
の
安
富
禮
が
m
巳
ぎ
鼠
で

あ
り
、
絡
論
野
鴨
親
が
σ
q
黛
§
二
8
診
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま

　
　
　
②

で
も
な
い
。

　
如
此
く
乾
隆
四
＋
三
年
乃
棄
五
＋
二
年
の
頃
に
造
ら
れ
ね
新
語

が
、
三
十
八
年
刊
行
の
増
訂
逸
文
鑑
に
入
っ
て
み
る
道
理
が
な
い
。

綾
入
及
び
二
次
綾
入
の
二
小
珊
が
後
年
の
補
刊
に
成
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
か
く
て
疑
ひ
の
無
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
臨
書
臼
に

之
め　

　
　
　
　
　
③

　
　
御
定
清
文
鑑
一
二
十
二
巻
無
量
賜
巻
総
綱
八
霧
補
訂
綱
二
巻

　
　
　
　
　
第
二
十
三
谷
　
第
四
號
　
　
入
五
八

と
あ
っ
て
、
綾
罪
な
る
も
の
N
あ
る
こ
と
は
記
る
さ
れ
て
み
な
い

し
、
喰
訂
溝
文
墨
自
艦
の
序
に
も

　
　
三
三
補
編
。
系
之
巻
末
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
は
あ
る
。
か
、
　
｝
鴛
績
入
に
飛
し
て
繋
ふ
あ
る
を
見
な
い
Q

　
「
績
入
」
二
編
が
何
晴
作
ら
れ
漂
の
で
あ
る
か
は
分
明
で
な
い
。

九
ゴ
溝
文
無
彙
に
よ
っ
て
調
べ
得
る
限
り
で
は
「
一
次
墨
入
」
の
方

が
、
四
＋
三
年
鑑
識
の
造
語
を
、
叉
コ
茨
輿
入
し
の
万
が
五
士
二

年
二
月
の
造
語
を
登
載
語
最
後
の
年
次
と
し
て
み
る
襟
だ
か
ら
、

前
者
を
以
て
大
膿
四
三
懸
、
五
年
頃
の
作
（
四
十
六
年
の
作
語
が

二
次
の
方
に
見
え
る
こ
と
は
前
編
の
通
り
だ
か
ら
）
後
者
を
以
て

五
十
三
年
以
後
の
作
乏
す
る
程
の
推
測
は
つ
け
得
な
い
で
も
な
い

が
、
然
し
實
際
こ
の
爾
者
が
刊
行
に
な
っ
た
の
は
、
尚
餓
程
後
年

の
こ
と
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
は
、
慕
慶
壬
戊
（
七
年
）
の
後
序

あ
る
溝
填
補
彙
が
こ
の
「
綾
入
多
…
な
る
も
の
を
知
っ
て
み
な
い
か
ら

で
あ
る
。
「
綾
瀬
」
申
の
多
く
の
書
葉
が
、
補
選
に
は
見
當
ら
な
い

の
み
な
ら
す
、
「
纏
入
し
中
に
あ
る
図
葉
で
も
補
彙
は
そ
れ
を
「
綾

入
」
か
ら
で
な
く
他
か
ら
採
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
鯛
へ
ば

。。

｢
｝
旨
・
・
ぎ
（
薩
顯
濡
由
）
鐙
冨
ぎ
貯
胤
m
魯
（
山
海
驕
）
と
い
ふ
襟

（｛a，．），．）〉



な
需
葉
だ
が
、
之
等
は
何
れ
も
二
吹
二
戸
に
牧
録
さ
れ
て
み
る
に

も
拘
は
ら
す
、
愚
者
に
就
い
て
は
「
見
突
讐
感
冒
註
し
と
附
記
し

後
者
に
就
い
て
は
「
見
回
器
雪
び
。
ξ
貯
揮
㊤
捲
彰
毒
註
」
と
附

記
し
て
、
此
等
の
雷
葉
が
夫
々
塘
訂
清
文
鑑
の
日
鋤
三
二
或
ひ
は

Q
（
ぎ
μ
σ
○
碁
（
運
p
・
㌶
k
勢
琶
§
項
下
か
ら
探
録
さ
れ
允
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
こ
れ
を
以
て
推
せ
ば
如
斯
き
附
記
の
無

い
語
（
例
へ
ば
蘭
に
記
る
し
た
≦
鋤
圃
茜
α
q
o
二
巴
ぎ
以
下
の
撒
語
の

如
き
）
で
も
矢
彊
の
・
奴
等
が
「
綾
入
」
中
か
ら
探
ら
れ
た
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。
つ
ま
り
績
入
二
編
が
刊
行
せ
ら
れ
九

の
は
紗
く
と
も
慕
慶
七
年
以
後
の
こ
と
・
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
刊
行
さ
れ
允
の
は
恐
ら
く
爾
編
隅
時
で
な
か
っ
た
ら
う

か
、
と
い
ふ
の
は
何
時
の
場
合
で
も
綾
入
の
あ
り
限
り
、
爾
編
揃

っ
て
あ
る
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
こ
の
爾
編
が
躍
猫
で
あ

る
こ
と
な
く
、
私
の
目
暗
し
得
た
限
り
で
は
、
（
一
）
必
ず
三
訂
清

文
鑑
風
選
全
部
と
共
に
あ
り
、
（
二
）
こ
の
湯
合
の
正
補
編
は
、
績

入
の
な
い
清
文
鑑
（
原
刊
本
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
）
と
版
を
異
に
し

て
み
る
ら
し
い
こ
と
に
、
か
ん
が
み
れ
ば
、
績
入
爾
編
は
又
櫓
訂

清
文
鑑
正
接
全
部
と
共
に
刊
行
さ
れ
弛
と
も
見
ら
れ
る
。
換
需
す

　
　
　
　
　
…
璽
竃
漕
坐
乗
の
異
版
に
就
い
て

れ
ば
、
「
綾
入
」
刊
行
時
に
、
詞
暁
正
補
金
掻
の
版
が
新
た
に
作
り

直
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
「
鍬
入
」
を
具
へ
九

溝
文
鑑
は
大
回
に
於
い
て
版
が
よ
く
な
い
と
電
ひ
得
る
。

　
註
①
國
朝
宮
史
綾
編
巻
九
十
二
に
「
欽
定
櫓
訂
清
文
鑑
…
郁
。
乾
隆
箪

　
　
　
ナ
六
年
。
高
宗
純
三
型
函
萌
書
未
備
。
命
臣
工
重
燦
排
纂
。
欽
定

　
　
　
成
書
り
凡
囚
十
八
雀
。
滋
十
型
年
校
刊
」
と
あ
る
。
四
十
八
谷
と

　
　
　
い
ふ
の
ほ
、
故
宮
礎
存
心
髄
繕
に
よ
う
と
「
辮
”
定
清
文
短
気
十
二
谷
、

　
　
　
補
編
四
巻
、
総
綱
八
巻
、
補
纏
綱
一
拳
、
四
十
八
研
し
と
あ
ろ
か

　
　
　
ら
、
右
の
加
洲
毒
・
一
組
の
も
の
怨
…
撒
…
塗
に
」
数
へ
公
の
で
論
の
ら
・
り
。

　
　
　
陽
み
に
璽
訂
溝
文
鑑
が
礎
察
六
こ
と
に
就
い
て
、
乾
隆
簑
録
に
に

　
　
　
何
も
満
載
さ
れ
て
る
な
い
。
れ
ゴ
乾
飯
三
十
七
年
薫
湾
甲
子
の
條

　
　
　
に
、

　
　
　
．
　
論
G
向
來
内
外
各
衙
門
○
題
奏
啓
行
事
件
。
凡
湯
満
洲
蒙
古
人

　
　
　
　
地
名
。
臓
灘
封
漢
字
考
。
律
往
任
意
書
士
。
並
三
会
清
文
蒙
古

　
　
　
　
丈
…
…
…
男
湯
鑑
一
書
Q
屡
維
薙
定
離
示
。
且
曾
編
韓
馬
丈
韻

　
　
　
　
統
。
本
書
合
切
音
。
詳
加
舞
訂
。
合
之
字
音
○

　
　
　
と
い
ふ
上
隷
が
見
え
て
、
浩
丈
鑑
の
驚
定
が
定
が
あ
っ
六
こ
と
を

　
　
　
承
す
に
と
ゾ
ま
る
。

　
　
②
四
盤
五
六
爾
溝
丈
鑑
の
綴
來
れ
年
次
ば
分
明
で
な
く
、
（
朋
掛
先
血

　
　
　
の
「
五
磯
清
交
鑑
．
」
饗
照
）
乾
隆
實
簸
に
も
…
重
葬
載
さ
れ
う
と
こ

　
　
　
ろ
無
い
檬
だ
が
、
こ
の
上
識
ば
爾
溝
文
鍵
の
作
製
年
次
に
署
干
の

　
　
　
め
掬
と
た
煎
ハ
へ
る
も
の
だ
と
曽
郡
ひ
欝
る
○
獺
艸
出
先
生
に
＼
よ
れ
ば
…
四
購
鰹

　
　
　
清
文
難
に
「
顕
庫
杢
書
総
窺
な
ど
に
も
見
え
て
み
な
い
、
六
入
隅
、

　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
四
號
　
　
入
五
九

（　2L），”）　）



　
　
　
堪
訂
七
並
鰍
…
の
異
販
に
就
い
て

　
瞳
杢
霧
の
轟
野
上
つ
距
の
護
麓
薩
賊
十
七
年
論
議
で
あ
ろ
カ
ら
し

て
、
既
齢
御
製
本
の
醗
來
六
の
試
此
の
年
よ
q
後
と
い
ふ
二
と
丈

　
け
ほ
璽
ほ
れ
な
い
」
と
あ
ろ
が
、
四
醗
滞
交
語
の
・
・
三
§
醐
ば

　
繋
「
窪
剛
欝
。
葺
に
改
め
ら
れ
て
み
な
い
か
ら
、
醗
鳥
声
雛
が
欝

三
六
の
に
四
ナ
七
年
以
後
、
玉
＋
二
年
以
繭
の
、
頃
と
推
陀
さ
暮
、

　
叉
こ
れ
が
改
め
ら
れ
「
て
る
ろ
置
磯
清
文
鰍
…
の
方
に
、
玉
十
二
年
以

後
に
綴
二
六
も
の
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
漿
煕
の
清
交
鍵
で
な
く
て
、
乾
隆
の
櫓
訂
溝
交
鍵
た
指
す
も
の
で

あ
る
こ
ξ
α
、
乾
隆
三
＋
六
年
勅
撰
と
し
て
あ
る
か
ら
問
違
ひ
な

　
い
9

⑨
清
奥
稿
の
藝
丈
志
小
回
瀬
清
文
之
鵬
に
も
「
三
訂
清
文
憾
讐
鵬
十
二

　
巻
輔
編
凶
巻
総
二
八
磐
補
組
綱
二
号
、
乾
隆
藁
牽
六
年
傅
恒
等
奉

　
三
三
し
と
の
み
あ
ろ
。

⑤
是
導
の
語
に
ぱ
就
い
て
見
ら
る
悔
如
く
某
年
三
抄
と
い
ふ
附
記
が

　
あ
ろ
。
「
閣
抄
し
と
内
い
ふ
意
味
な
實
に
私
ほ
ほ
つ
吾
り
知
ら
な
い
が

　
内
閣
頒
示
の
あ
っ
六
こ
と
た
意
蕨
す
る
も
の
に
に
芸
無
あ
る
ま
い

　
か
ら
、
つ
ま
り
に
紅
雲
の
内
賜
頒
示
に
よ
っ
て
探
簸
し
れ
と
い
ふ

　
こ
と
を
不
し
て
み
る
も
の
に
他
な
う
ま
い
。

三
、
本
文
に
差
異
あ
る
も
の

　
右
回
べ
た
と
こ
ろ
は
「
漏
斗
」
編
が
あ
る
か
な
い
か
だ
け
の
三
訂

清
文
鑑
で
「
綾
瀬
」
が
あ
っ
て
も
、
な
く
て
も
正
補
編
に
は
内
容
的

　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
奮
　
第
㎎
號
　
　
八
六
〇

に
何
等
跨
一
異
の
な
い
・
も
の
、
薗
こ
と
軒
割
が
、
A
「
度
蓮
。
へ
る
・
も
の
は
証

編
本
文
に
差
異
の
あ
る
も
の
・
こ
と
で
あ
る
、
差
異
と
い
っ
て
も

新
し
九
こ
と
で
は
な
い
が
、
兎
も
角
正
編
第
九
巻
軍
器
七
の
と
こ

ろ
で
、
原
刊
本
（
或
は
原
形
本
）
よ
り
五
語
多
く
櫓
載
さ
れ
て
る
る

も
の
で
、
私
の
閤
暗
し
得
た
も
の
で
は
、
ま
だ
内
藤
乾
吉
氏
所
藏

の
蒙
し
か
な
い
①
・
（
原
刊
本
．
原
渠
よ
璽
｝
云
つ
お
は
・
、
こ

の
方
が
次
に
蓮
べ
る
檬
な
理
由
で
、
後
に
作
ら
れ
丸
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
瞭
だ
か
ら
で
あ
る
。
）
原
刊
・
原
形
本
で
い
ふ
と
右
第
九

巻
軍
器
七
曜
三
十
四
枚
裏
の
所
に
ξ
§
ψ
晒
ξ
罐
σ
・
帥
。
・
§
S
九
三

袋
、
ぢ
凱
棉
簾
と
い
ふ
語
が
刺
ん
で
み
る
が
、
こ
の
本
は
、
こ
の

爾
語
の
間
に
次
の
如
き
五
語
が
次
の
如
き
順
序
で
介
入
さ
れ
て
る

る
も
の
で
あ
る
。

α
顔
9
臼

ぴ
○
膨
籍
筑
5
障
露

　
σ

諺
晒
膨
欝
⇔

聾
≦
飢
窓
一
ぴ
。
甑

鐙
⇒

鎗
陽
子

鎗
機
子

火
藥
三
蔵
三
子

燃
藥
覇
薦
口

（
　
　
疑
」

ル
ノ
　
　
β
旦

原
形
本
の
軍
器
七
は
第
…
二
十
五
敦
の
裏
で
終
っ
て
み
る
が
、

与
）

（2滋）



の
五
語
を
牧
め
た
本
も
同
頁
で
終
る
檬
、
本
五
語
を
黒
め
た
第
黒

十
闘
裏
、
ド
第
三
十
況
表
の
影
響
は
特
に
外
野
を
大
き
く
し
語
間
を

詰
め
て
他
の
頁
と
膿
裁
を
異
に
し
て
み
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
か
ら

兇
て
も
こ
の
頁
が
後
の
添
刻
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
い
。
か
、
夏
に
こ
の
煮
語
が
照
鰹
並
び
に
五
罷
清
文
鑑
牧
録
の
も

の
と
嗣
一
で
あ
る
こ
と
、
及
び
こ
の
涯
語
が
総
糊
に
は
牧
載
さ
れ

て
る
な
い
こ
と
を
測
る
と
愈
丸
後
の
洋
楽
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
、
從
っ
て
渠
こ
の
様
な
頁
を
具
へ
六
暦
坐
骨
霊
鑑

が
原
刊
、
若
し
く
は
原
形
本
で
は
な
く
て
、
後
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
か
だ
と
書
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
瀧
語
の
中
、
順
潮

補
回
に
は
ぎ
圃
屯
島
。
ξ
と
協
残
β
の
二
語
だ
け
が
見
え
て
み
る
が

前
者
に
就
い
て
は
「
見
心
寄
二
〇
だ
○
註
」
と
、
後
者
に
就
い
て

は
「
見
鑑
｝
・
㌶
欝
難
籔
露
ジ
、
○
σ
∩
霧
註
」
と
書
か
れ
て
み
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
見
れ
ば
補
彙
の
編
者
は
こ
の
溝
文
鑑
を
も
亦
知
ら
な
い

の
だ
が
、
そ
れ
に
は
當
然
だ
と
思
は
れ
る
節
が
あ
る
。
私
の
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
清
心
鑑
は
綾
入
附
き
清
文
鑑
の
版
を
使
用
し

丸
も
の
で
、
前
記
の
二
頁
だ
け
改
剥
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
も

の
Σ
如
く
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
清
文
鑑
は
影
戯
附
き
溝
文
鑑

　
　
　
　
櫓
訂
溝
交
鑑
の
異
版
に
就
い
て

が
出
て
、
更
に
其
の
後
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の

で
、
「
竿
入
」
を
知
ら
な
い
補
彙
の
編
者
が
本
清
文
鑑
を
知
ら
う
道

理
は
な
い
と
い
・
幽
も
の
だ
。
言
ふ
迄
も
な
く
こ
の
清
文
鑑
に
は

｝、

ｻ
入
」
が
附
い
て
み
る
。
内
藤
本
に
見
る
限
り
版
は
甚
だ
く
つ
れ

て
る
る
。
悪
い
。

　
倫
前
記
澄
β
の
「
火
門
」
に
あ
☆
る
語
に
は
内
藤
本
の
患
早
る

前
町
に
澱
§
一
。
。
雲
」
と
い
ふ
言
葉
が
あ
っ
て
細
編
第
一
回
章
擬
二

類
に
牧
め
ら
れ
て
る
ろ
。
つ
ま
⇔
「
火
門
」
に
あ
た
る
満
造
語
鰹
欝

H
。
・
曾
が
た
壁
の
拶
ゆ
と
改
め
ら
れ
た
わ
け
な
の
だ
か
ら
、
内
藤

本
の
補
編
で
は
當
然
そ
れ
が
鰯
ら
れ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈

だ
の
に
、
そ
れ
が
そ
の
儘
残
っ
て
み
る
。
手
落
ち
の
一
つ
だ
。
序

で
な
が
ら
こ
の
手
落
ち
は
四
獣
清
文
鑑
及
び
堂
塔
清
文
鑑
に
も
と

も
に
見
え
て
み
る
Q

　
謎
③
實
ぱ
こ
の
こ
と
ほ
、
内
藤
本
か
醗
臨
し
て
ゐ
六
瞬
學
三
則
村
三
士

　
　
　
が
、
楓
の
藏
本
な
指
し
て
藪
語
脱
落
し
て
ゐ
う
と
い
ふ
も
の
だ
か

　
　
　
ら
、
鍵
だ
と
思
っ
て
調
べ
て
見
六
結
果
、
私
藏
本
の
脱
落
で
ぱ
な

　
　
　
く
て
、
内
藤
本
が
一
般
の
本
よ
り
多
く
牧
録
し
て
み
る
も
の
だ
と

　
　
　
分
つ
た
の
で
あ
ろ
。

　
　
②
以
上
軍
器
類
の
流
語
の
他
、
爾
一
通
の
櫓
訂
清
交
鑑
と
四
・
置
麹

　
　
　
清
文
鑑
と
の
差
異
で
氣
付
い
た
も
の
を
あ
げ
協
と
、
櫓
相
野
交
鑑

　
　
　
　
　
雄
汐
二
十
黙
一
巷
　

第
閃
困
號
　
　
　
入
轟
ハ
一

皇225、



　
　
　
　
　
璽
瀞
二
丈
鑑
齢
異
版
に
就
い
て

　
　
　
の
〔
ご
一
〇
こ
鎮
…
一
薯
一
（
〕
ぎ
〔
粥
愛
孫
）
　
茂
ぴ
灘
三
こ
霧
陶
㌣
ぎ
画
陶

　
　
　
＾
善
。
δ
（
叢
代
孫
）
が
、
闘
・
乱
丁
溝
交
歓
で
纏
火
々
楓
…
魯
惹

　
　
　
9
き
び
（
來
孫
）
及
び
ぎ
養
き
舞
診
§
さ
一
＾
）
（
昆
孫
）
　
と
瀧
・
漢

　
　
　
語
共
に
改
ま
り
、
叉
鰻
・
薫
難
清
丈
雛
で
摂
、
檜
訂
清
文
難
に
な

　
　
　
い
と
こ
ろ
の
葺
蒼
§
。
げ
（
伍
孫
）
ξ
凶
藷
σ
q
ρ
§
。
δ
（
雲
孫
）

　
　
　
の
二
諮
が
欝
撫
し
て
み
る
が
、
内
藤
清
文
鍵
も
こ
れ
等
の
熱
ほ
善

　
　
　
通
の
重
訂
溝
文
鑑
に
岡
じ
で
、
四
・
五
雌
清
丈
艦
の
如
く
に
に
な

　
　
　
つ
て
み
な
い
。
内
藤
清
交
鑑
に
必
ず
し
も
綿
密
な
欝
添
が
施
さ
れ

　
　
　
六
の
で
な
い
諦
線
で
あ
ろ
。

　
　
　
四
、
結
　
　
　
び

　
以
上
、
　
櫓
　
灘
滋
鰻
久
一
簸
に
一
叢
樫
の
雛
諾
駅
を
認
め
得
。
へ
き
予
）
み
ご
ぜ
減
…

べ
匁
。

　
　
一
、
「
紡
帆
入
」
聖
具
へ
な
い
原
刊
本

　
　
二
、
「
縫
入
「
…
を
添
加
し
た
後
刊
本

　
、
三
、
「
綾
入
し
を
添
擁
す
る
他
、
三
二
止
編
の
内
容
に
五
語
を

　
　
　
　
壌
黒
し
☆
後
刊
本

　
ま
だ
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
奔
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
だ
け
が
私
の

氣
魯
き
得
た
も
の
だ
。
勿
論
、
鷺
種
の
異
版
を
認
め
る
と
い
っ
て

も
、
私
の
胃
．
謝
意
味
は
、
こ
の
こ
と
が
僚
則
酌
に
認
め
ら
れ
る
と

い
ふ
の
で
あ
、
つ
て
、
嶺
貸
入
篇
の
な
い
本
だ
つ
て
必
ず
し
も
瞭
刊
本

　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
購
號
　
　
入
六
二

と
は
欝
は
れ
ま
い
、
e
σ
の
「
憶
意
」
を
鋏
除
し
流
も
の
だ
っ
て
あ

ら
う
し
、
或
ひ
は
叉
Ω
こ
の
形
を
取
る
も
の
だ
っ
て
、
原
刊
本
に

「
綾
入
」
を
添
粗
し
て
作
り
得
る
も
の
で
あ
、
る
こ
と
を
念
頭
し
て
お

い
て
頂
嚢
度
い
．
然
し
大
疑
に
於
い
て
三
種
異
版
の
旗
期
は
立
て

得
る
。

　
（
二
×
三
）
娃
、
綾
入
」
も
あ
る
し
、
殊
に
（
三
）
は
語
数
も
多
い
の

だ
か
ら
一
寸
い
・
様
に
愚
は
れ
る
が
、
然
し
版
の
い
旗
ん
だ
本
が

多
い
か
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
尤
も
（
三
）
に
就
い
て
は
私
は

前
述
の
麺
り
8
藤
本
だ
け
し
か
未
だ
見
な
い
け
れ
ど
も
、
煎
詑
す

る
檬
な
次
第
で
患
來
土
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
と
、
先
r

づ
あ
ま
り
い
蕊
版
本
は
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
α
満
洲

語
の
本
で
は
版
の
悪
い
の
程
手
に
負
へ
ぬ
も
の
は
な
い
。
銅
や
ら

短
や
ら
、
旗
や
ら
典
や
ら
、
鋼
讃
に
苦
し
む
と
い
つ
☆
様
な
の
は

米
だ
い
・
方
で
、
何
と
も
か
と
も
さ
つ
ば
の
護
み
様
が
な
い
と
い

ふ
檬
な
こ
と
で
、
つ
ま
ら
ぬ
苦
勢
を
重
ね
る
こ
と
が
決
し
て
少
グ

で
は
な
い
。
上
記
の
様
な
異
本
の
あ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お
く
こ

と
は
、
喰
訂
溝
文
雅
を
利
用
せ
ん
と
す
る
審
に
空
ろ
て
討
ち
無
用

の
こ
と
で
は
な
か
ら
う
。
（
；
∵
入
ユ
ご
）

ぐ螂）


